
IIIS察
車濡急行型電車
組み立て説明書 | 
ども注意

お買いよlずのお客機へ必ずお読みください。
.本商品の対象年齢は15才以上で1九対象年齢宋満のお子織には絶対に与え1J.いでください。
・小さな部品があDます.ロの中には絶対に入れないでくだ古い.窒息の危険制あDます.
・2真飲の危険がありますので、3才未満のお子織には絶対に与え稼いでくだ古い.
・ベースメー力ーをご使用の方は.マグネッ ト力プラー(連結器の部品)を身体に近づけない
ようと;t憲ください。

・マグネットカブラー(連結器の郵晶)は磁石を使用していますので、テレビ・時計・パソコン
ZEどに近づけ芯いでください。磁気で機能異常が起こる場合があります.

〈組み立てる時の注意〉
・取り付け部を無理な方向に曲げたり引っ廻ったりしないでください.
・部品はプラスチッヲ用ニッパー芯どで苦れいに切り取りましょう。切り取った後のヲズは指ててください。
・部品の中には、やむをえ守、とがった部分がありますので、気をつけて組み立ててくだ古い.
.シールは.必要な部分を切口笛いて貼ってくだ古い.
・部品の加工の際の刃物、工具忽どのご使用にあたってl草、それぞれの取級い説明.をよく
読んで正しく使用してください.

.Nゲージ鉄道機型のパーツなどのご使用にあたっては、それぞれの取銀い説明.をよく
続んで正しく使用してくだ古い.

《お買い上げのお客様へ} 不都合な点がございましたら、下記までお問い合わせください。

《電信受付先》 パンダイお客繕栂桜セン哲一

(車日和肺量目撃241-22 e初白11 包 04・7146-0371

(西日制蜘四闘争12-3 ・m叩72 806-6375-5050 
.電話費付時間月~盆・目 (視目を障< ) 10略-16時

《商品・修理晶送付先》 パンダイ 栃木修理配送セン世-

E木県下側担壬主町齢制@まち5-4-61 ・ 32H>2鈎 tt 0282-85-0255 

Nゲージのパーツ支棋についτ | 
-動力ユニットの取り付け (Nゲージの線路上を走行させることができます。)

・電車・気動車への動力ユニットの取り付け E

.11-103は、賜入時にはカブラーポケットの肉側にストッパー(プラ小片)が入っていますので、
必ずストツ"ーを取り外してから量産着してください.

・パンタグラフの交換
本お好みのNゲージ用パン空グラフを別途お買い求めの上.交換してください.
KATO ・ 11-401 PS14 ・薗草川ンタヲラ7 Ijリーンマツ守ス:80-2:PS13 直茸バン宮Ijラ7
KATO:11-403 PS22 :直車・下枠吏量罷パンタヴラ7 ヲリーンマツ?J.・ 80-3:PT42・薗車パンタヲラ7
KATO:11-404.11-420 PS16:置車パンタヴラ7 Ijリーンマツ?J. :80-5:PT43 置車パンタヲラ7

ー四e.~fA_ I 'Jロ1ポイント : PT7 1C シンIjlレア-J."・パンタタラ7.1 1-420は、 置慣ハr崎冒
白血祖に対応します. ほか各祉、取り付けピンが織田2本のパン世ゲラフを取り付けられます.

*各種の受複パーツについては、儀遭銀盤店，ホビーショップなどでお買い京めください。

$各種の受像パーツl主、メーカー，形式によって愈り付けが・い(・い}喝合のありますので‘それ
ぞれ聞盤のうえ取り付けて〈ださい.またパーツによっては加工が必要なものもあります.

*働力ユZットの益着にl主、車種によっては車体側のー館{ガラス，スカートなど)や、働力ユニット
の床板などを切り取る噂の加工が必要な渇舎があります.

国白回路需品

図白回囚 ?臨毘臨臨品ιιιん加蹴W鰍附…え幻社約fた臼ニゴ7

回白回回白回 6耐

四国白回国国白囚
8両編成 (急行・軍高 lまか)

E霊型D!5l'i蹟露軍軍震調・・・・・・・・・・

事出来上がった台車を床板に取付けます。
本台車の4箇所のツメを床板に通します。 本カブラーのマグネットには極性があります。 事iZ面早;iE) | 長iip

編成を組むときは、向きに気をつけてください.



直憂きo ~ρ\ 屋~Il ( 車体の組立て )

モハ164 車体番号
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組み立て説明書 | 

dL 注意
お貰いよげのお客線へ必ずお読みください。

・本商晶の対象年齢は15才以上です.対象年齢未満のお子撮には絶対に与えないでください.
・小古芯部品があります.口の中には絶却に入れないでください。皇患の危院があります。
・眠飲の危障がありますので、3才未満のお子畿には絶対に与え芯いでください.
・ベースメーカーをと使用の方は、マグネッ トカブラー(連結器の部晶)を身体に近づけ忽い
ょうご注意ください。

・マグネットカブラー{連結器の部晶}は磁石を使用していますので、テレビ時計・パソコン
怠どに近づけZ互いでください。磁気で鱒能異常が起こる濁合があります。

〈組み立てる時の注意〉
・取り付け部を無理な方向に曲げた D引っ湿ったりしないでくだ古い.
・部品はプラスチッヲ用ニ叫~-1J;どでをれいに切り取りましょ弘切D取った後のヲズは措ててください.
.部品の申には、やむをえ守、とがった部分がありますので、気をつけて組み立ててください。
・シールl草、必要拡部分を切り続いて賄ってください。
・部晶の加工の際の刃物、工具などのご使用にあたっては、それぞれの取級い説明・をよく

E拒んで正しく使用してくだ古い。
.Nゲージ鉄道機型のパーツなどのご使用にあたっては、それぞれの取銀い説明・をよく
続んで正しく使用してください。

《お買い上Ifのお客様へ} 不都合な点がございましたら、 下記までお問い合わせください。
《電信受付先》 パンダイお客縛栂訟セン世一

嶋田本 柏市量目撃241-22 .. 2附刊宮04-7146-0371

(西日制鳩耐Il!:I剛 1 2-3 "531-0072 ft06-6375-5050 
.竃巨費何時間月~童曜日 [祝日を陣(l 1 0時-16時

《商品 ・ 修理晶送付先》 パンダイ 街木修理・配送セン~-

E本田下11111ま主町畠もち .øまち5-4 肝 e32H1298 "0282-85-0255 

~ゲージのパーツ愛携について 1 

-動力ユニットの取り付け(Nゲージの線路上を走行させることができます。)

・電車・気動車への動力ユニットの取り付け‘

J.T~ 

i味 i
L--豆J一ーーーー一一竺"こ竺J
通勤電車①コイルパネ古車タイプ
d主耳ヨH膏均匹E円単 OT33タイプ
憎WË温.ÐOo!I J 103畢など

4祉、 割りピン取り付け方式の各種台車を取り付ける 愚行白①動tihw
ことができます。緩い(硬い〉場合は鯛墜してください。~副~ OT32タイプ

・機関車への動力ユニットの取り付け 噂夢邑穂易l ;22u
* 臥TO製『ポケットライン用動力ユニット」を使用します. 通勤電.~ポ~Ãl仇ス台車タイプ
このときスカートは外して、シャーシと交換 装着します. /.1干円室主司〒~ DT61~イブ

|品番11叩 | ポケッ トライン用動力ユニッ ト | 煙房副電動回1おど

、 11・1031主、鴎入時にはカブラーポケットの肉側にストッパー〈プラ小片〉が入っていますので‘ 目
必ずストッパーをlIIlり外してから量産着してください.

・パンタグラフの交換
事お好みのNゲージ用パン11グラフを別途お買い求めの上、 交換してください。
KATO:II-401 P514 :直草川ン'J'jラ7 デリーンマツ?;r. : 80-2:P513 直車パン聖子ラ7
KATO:II-403 P522 ・直車・下枠吏畳草川ン'J1jラ7 ~抑Jーンマッ?;r. :80-3:PT42 置連川ンタヴラフ
KATO : l ト404. 11 -420 P516白車パンタザラ7 IjリーンTノヲ2 ・ 80-5 : PT43 :.車パンタタラ7

ー岨'*'<l.u_ 1 'Jロスポイント : PT7 1C :シンずルアーム・パυタヴラ7.11 -4201玄、 ー帽ハ/.1 '"ー
の屋根に対応します. ほか各社、 取り付けピンが綴 : 2本のパン予ゲラフを取り付けられます.

$各橿の交錘パーツについて1;1:，鉄道積型店，ホピーショップなどでお買い求めください。

ホ~.の受自民パーツI宜、メーカー，形式によって取り付けが薗い<.い)渇合のありますので、それ
ぞれ鯛聾のうえ取り付けてください。またパーツによっては加工が必要なものもあります。

*勘カユニットの嘗渚にl乱車種によっては車体側の-.<ガラス，スカート怠ど〉や、動力ユ二ツト
の床績などを切り取る寄の加工が必要な禍合があります。

*出来上がった台車を床績に取付けます。
*台車の4箇所のツメを床板に通します。

(457系・実車の編成例 )

回白国 間毘一て世肌ました )

図白回図 1Tt官燃札?1煎耽耽惣忠札惣札札つプ一f
図色白訂回囚 ?臨毘臨臨品ιιιい加臥附附伽……え社加恥…た臼加山一7日刊川1叩噸0桶両嗣…も協刷仰晶制脚り昧まω
回白回国白図 6両編成
$電動車{ヲモヘ モハ)I~ . 車目 ;本で I~ . 4 5 1 系 453系 455華、西日本でlι471系 475嘉を世用する場合もあります.

E~l/ ')-70) ~~I::;ì. 置

*カブラーのマグネットには極性があります。
編成を組むときは、向きに気をつけてください。
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直垂E

'71 、455用

け
りあ窓

、

結
スカート

事'7モハ457を製作するときは、運転室後の窓の無い右側面を使用します。
この場合、ガラス右の銭当部分の窓ガラスを切り抜いてから組み立てます。
(ミゾに沿って切り銭いてください.)
*'7ハ455を製作するときは、 窓の開いた右側面を使用します。

ー( ステッカーの貼付け位置 )-- ----------一一
*貼り付け位置の書考倒です.
台紙泊、らお皇子きなものを選んで、
切り抜いて貼ってください。

{刃物のお取り級いには、充分にご
注意ください. 記織の無いものは
好みの位置にお鮎りください。 )

ク J 、455 ・クモハ457 車体番号

モハ456 車体醤号
'ーーー・ーーーーーーーーーーーーーーー・"・・ーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーーー_.J

( 車体の組立て )

①左右のガラスの前後にブロックを取り付けます。
*ブロックの上下の向きに注意して、パチンと奥まではめ
込んでください。

②屋穏を取り付けます。
(1 ~ンヲ付きの車両はパンヲグラフを取り付けます。)

③妻板を取り付けます。
(先頭車は後方1枚、中間車は前後2枚取り付けます。)

④左右の側面を取り付けます。
*妻板の凸部をきちんとはめ込んでください。

⑤川一シのつめに合わせて車体をかぶせます二仲間車は完成です二)
⑥前面にスカートを取り付けます。

⑦先頭車は前面を取り付けて完成です。

*取り付け部が固い場合があります。 その場合にはドライバーの

先などを利用して、しっかりと取り付けてください。

*取税にti'.~されている車両は.バリエーシヨン肉の一部です.
正面パーツ， 屋根パーツなどは、車種・塗装によってセットされている
パーツが異なりますのでご注意ください.

屋根

、

どちらかを選択 窓ありサJ、455用
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